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にほんごリソースルームだより 
 平成 2７年 ６月  

豊橋市教育委員会 にほんごリソースルーム 

 

「にほんごリソースルーム」は、市役所東館３階の「外国人児童生徒相談コーナー」に併

設されています。豊橋市内外の外国人児童生徒の日本語教育に関わる方への教材等の紹介、

外国人児童生徒教育全般についての情報提供、日本語指導のための教材の収集・管理を目的

としています。 

今回は、にほんごリソースルームが作成したリライト教材をご紹介します。リライト教材 

は、教科書を使っての学習がまだ難しい児童にも、学年相当の学習内容を教えることができ

ます。また、中学生には日本語読解教材として使うことができます。リライト教材に対応す

るワークシートも作成しました。本文の内容理解の手助けをすることができます。下記のリ

ライト教材は、学校に貸し出しができます。ご希望があればにほんごリソースルームまで、お問い

合わせください。 

◆豊橋市教育委員会作成 リライト教材一覧 

単元名 ステージ※ 

２年 ビーバーの大工事（説明文） ３ 

３年 もうどう犬の訓練（説明文） ３ 

４年 ごんぎつね（物語文） ４ 

５年 注文の多い料理店（物語文） ４ 

６年 海のいのち（物語文） ３・４ 

※ステージはＪＳＬ評価参照枠を目安に設定しています。ステージ３では、「初めて教科書を使って読解

の学習を行うこと」を目標として、ステージ４では「教室の活動に参加する力の育成」を目標として

作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■豊橋市教育委員会 にほんごリソースルーム 

電話：０５３２－５１－２０７７ 

※日本語指導に関する相談は１４：００～１５：４０ 

 

 

リライト教材とは、入国して間がない時期から、教科の学習に入りやすくするために、教科書

本文を子どもの日本語能力に対応させて書き換えた教材です。（省略）リライト教材は、子どもの

発達段階に応じた教育をするために、表現はやさしく、内容は学年相当レベルで作成します。（省

略）小学校６年生の子どもには、１２歳で学ぶべき常識や認知的思考、論理的思考などがあると

いうことです。複文を単文にする、使う言葉を選ぶなど、できるだけやさしい日本語にして、な

おかつ内容を学年相当にするというのがリライト教材の理想です。 

豊橋市教育委員会作成 『外国人児童生徒受け入れの手引き』より抜粋 



◆にほんごリソースルーム作成リライト教材の一例 

＜第２学年 単元名 『ビーバーの大工事』＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リライト教材対応ワークシート＞ 

 


